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１．講演者の氏名・所属機関

代表者の連絡先（住所） 〒

(TEL) (FAX)

E-mail

Excelﾌｧｲﾙの送信日：　　　　　　　　　　　

２．講演題目 （題目および副題は、必ず本文と同じものを記入して下さい。）

（和文）

（英文）

３．講演希望部門 （第１希望部門と、第２希望部門を数字で記入して下さい。）

第１希望 10 第２希望 2

１．水理　２．水文・気象　３．土壌物理　４．土質力学　５．応用力学　６．材料・施工　７．灌漑排水

８．農地造成・整備・保全　９．農村計画　10．環境保全　11．生態環境　12．農業土木教育・農業情報

４．キーワード （上記の講演希望部門に関連したキーワードを１個以上、記入して下さい。）

1 2 3

５．図表などの数

６．発表形態 　１．口頭発表　　　２．ポスター発表

７．プログラム編成上必要な場合，発表形態の変更に応じて頂けますか？
　Ｙ．　諾　　　Ｎ．否

８．講演の概要(200字) （必ず日本語で記入して下さい。）
素掘り貯留池からの窒素負荷の影響を調べるため、素掘り貯留池が行われていた地域の1992年、2002年、2006年の水質と流量,土
地利用データを用いて年間発生負荷量と年間排出負荷量を求めた。そして、この対象地域を家畜ふん尿の処理形態の違いより３つ
の小集水域にわけて考察した。その結果、素掘り貯留池をやめて１４年間経った今でも年間約100ｋｇの窒素負荷の排出が起こって
いることがわかった。
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